かべ を ふまへ てね むる 

ので ある。 「踏 壁 眠」 と 云 ふ 成語 を 用 ひた 漢語 は 

勿論 少 くない ことで あらう。 僕 は 室 生 犀 星 君と 一 しょ 

ふうび 

にこの 芭蕉の 近代的 趣味 (当代の) を 一 世 を 風靡した 

ゆ ゑん 

所以に 数へ てゐ る。 が、 詩人 芭蕉 は 又 一 面に は 「世 渡 

るゐ ま 

り」 にも 長 じて ゐた。 芭蕉の 塁 を 摩した 諸 俳人、 凡 兆、 

ぢゃ うさう ゐ ねん し 

丈艸、 惟 然等は いづれ もこの 点で は 芭蕉に 若かない。 

芭蕉 は 彼等の やうに 天才 的だった と共に 彼等よりも 一 

層 苦労人だった。 其 角、 許 六、 支 考等を 彼に 心服 させ 

たもの は 彼の 俳諧の 群 を 抜いて ゐ たこと も 決して 少く 

はなかった であらう。 (世人の 所謂 「徳望」 など は少く 

ぎよ 

とも、 彼等 を 御す る 上に 何の 役に立つ もので はない。) 



しかし 又 彼の 世渡り 上手 も、 II 或は 彼の 英雄的 手腕 

ろうらく 

も 巧みに 彼等 を 籠絡した 害で ある。 芭蕉の 世故 人情に 

通じて ゐ たこと は 彼の 談林 時代の 俳諧 を 一 瞥 すれば 善 

うち 

い。 或は 彼の 書簡の 裏に も 東西の 門弟 を 操縦した 彼の 

機鋒 は 窺 はれる ので あらう。 最後に 彼 は 元禄 二 年に も 

—— 「奥の 細道」 の 旅に 登った 時に も かう 云 ふ 句 を 作 

る 「したた か 者」 だった。 

かどで 

夏山に 足駄 を 拝む 首途 かな 

「夏山」 と 言 ひ、 「足駄」 と 言 ひ、 更に 「力 ドデ」 と 言 

つた 勢に はこれ も 亦 「したた か 者」 だった 一 茶 も 顔色 

はない かも 知れない。 彼 は 実に 「人」 としても 文芸 的 



英雄の 一 人だった。 芭蕉の 住した 無常観 は 芭蕉 崇拝者 

の 信ずる やうに 弱々 し い 感傷主義 を 含んだ もので はな 

い。 寧ろ やぶれ かぶれの 勇に 富んだ 不具せ 転の 一 本道 

である。 芭蕉の 度た び、 俳諧 さへ 「一生の 道の 草」 と 

呼んだ のは必 しも 偶然ではなかった であらう。 兎に角 

彼 は 後代に は 勿論、 当代に も 滅多に 理解され なかった、 

(崇拝 を 受けた こと はない と は 言 はな い。) 恐し い 翼 や 

けにな つた 詩人で ある。 

一 一 伝記 



芭蕉 の 伝記 は 細部に 亘れ ば、 未だ に 判然と はわから 

し +P 

ない らしい。 が、 僕 は 大体 だけ は 下に 尽きて ゐ ると 信 

しゅ っぽん 

じて ゐる。 —— 彼 は 不義 をして 伊賀 を 出奔し、 江戸 

へ 来て 遊里な どへ 出入しながら、 いっか 近代的 (当代 

の) 大 詩人に なった。 なほ 又 念の為に つけ 加 へれば、 

もんが く さ いぎ やう 

文覚 さへ 恐れさせた 西 行 ほどの 肉体的 エネ ルギィ の 

なかった こと は 確かで あり、 やはり わが 子 を 縁から 蹴 

落した 西 行 ほどの 神経 的 エネ ルギィ もなかつ たこと は 

確かで あらう。 芭蕉の 伝記 も あらゆる 伝記の やうに 彼 

の 作品 を 除外 すれば 格別 神秘的で も 何でもない。 いや、 

おきみやげ たう じ 

西 鶴の 「置 土産」 にある 蕩児の 一生と 大差ない ので あ 



ある。 若し 彼の 風狂 を 「とり 乱して ゐる」 と 言 ふ 批評 

家で も あれば、 僕 はこの 批評家に 敬意 を 表する こと を 

をし 

吝 まないで あらう。 

追記。 これ は 「芭蕉 雑記」 の 一部になる もので あ 

る。 

(昭和 一 一年 七月) 
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